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１．本市の将来像である「やすらぎと活力にみちた魅力かがやく元気都市“やつし

ろ”」の実現に向けて、柔軟な庁内組織のもと、掲げられた施策・事業の確実な

実行を図るとともに、今回の計画策定に際し提起された多くの意見や要望等を踏

まえた新たな取組みができるように積極的に努められたい。 

 

  

 

以下の部分からとりまとめを行った。 

○市長任期と総合計画の関連性にかかる意見に対する事務局回答 

 具体的な実施方法については市長の考え方によって変わるが、市の方向性とし

ては総合計画が主体となって進められていくものである。 

○個別事業への対応にかかる意見 

結婚活動支援事業の内容の充実 

特別支援教育の充実 

民間住宅へのリフォーム助成など既存ストックの活用 

農業従事者の高齢化に対する対応 

球磨川堤防側帯等への桜の植樹 

鳥獣被害への対応       など 

 

 

２．とくに、人口減少、少子高齢化が進行するなか、若年層を中心とした本市へ

の「定住化の促進」は喫緊の大きな課題であり、住環境の整備に留まらず、就

業機会の創出、子育て環境の充実、さらには安全・安心の確保など多岐にわた

る施策・事業の取組みと相互の連携に努められたい。 

 

 

 

以下のキーワードをとりまとめ、「定住化」というくくりにて整理を行った。 

○少子高齢化、安心して子どもを預けられる場所、企業誘致の推進、未利用施設

の利活用。 
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３．行政評価制度、予算との一体的な連動のもと、計画に掲げられた「活動指標」

「成果指標」の達成状況については、市民にもわかりやすいように、その設定

の背景等も踏まえ定期的な把握が行なわれるよう努められたい。 

 

   

 

 以下の部分から取りまとめを行った。 

    ○後期計画については「行政評価」「予算」との連動を主眼において作成し 

ているとの事務局説明。 

○前期計画にかかる指標の取りまとめ、公表に関する意見。 

    ○具体事業については実施計画や行政改革、あるいは予算要求の中で検討を

進めていくという事務局回答。 

 

 

４．市民との協働を一層進め、市民が行政の様々な分野において積極的に参加で

きるよう「住民自治」の推進に努めるとともに、実際の事業実施にあたっては

行政と地域住民との役割分担についても明確な位置づけを行うよう努められた

い。 

 

 

 

 下記の意見よりとりまとめを行った 

  ○校区公民館体制から中央公民館体制への移行、公民館施設のコミュニティ

センターへの活用 

 

 

 


